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鉛 木 内 閣府 特命 担当 大 臣 (金融 ) 就任 イン タビ ユー 





岸田 内 閣 発足 に 伴い 、 令 和 3 年 11 月 
10 日 に 就任 し た 鈴木 俊一 内 閣府 特命 
担当 大 臣 (金融 ) に 、 意 気 込 みや 金融 
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全 融 把 当 大 


鈴木 俊一 (すず き し ゅ ん いち ) 
内 閣府 特命 担当 大 臣 (金融 ) 


・ 財務 大 臣 


T 。 行政 へ の 考え 等 に つい て 伺い まし た 。 


イン タビ ュー の 概要 

を まず は 、 コ ロナ で お 困り の 事業 者 ・ 国 
民 の 皆様 へ の 支援 を 、 金 融 機関 と 協 
力 し て 行う 

若い 方 な ど に 投資 を 前 向き に と ら え て 
いた だ く < 環境 づく り 

常に 新しい ニー ズ に 応え て いく 政治 
家 で あり た い 


昭和 28 年 4 月 13 日 生ま れ 。 父 は 元 総理 大 臣 の 鈴木 善幸 氏 。 平成 2 年 (初出 馬 ) に 当選 。 


平成 14 年 9 月 に 環境 大 臣 と し て 初 入閣 。 五 輪 担当 大 臣 に 、 平 成 29 年 8 月 、 平 成 31 年 4 月 に 
就任 。 令 和 元 年 9 月 か ら は 党 総務 会 長 を 務め た 。 趣 味 は ゴル フ ほ か 多才 。 





ー 方 委 論 季 共 遷 当 大 万 ( 傘 豚 ) と と て 
意 梨 以 み を 教え て で ぐだ さい 。 


ます 足 売 の と で で やはり 新 詩 四 目 感染 
症 の 拡大 に つい て が 、 国 民 の 皆さん の 一 番 の 
関心 事 だ と 思い ます 。 感染 防止 対策 に 加え 、 
人 流 抑制 な ど で 、 だ いぶ 経済 が 動け な く な っ 
GU ま いま / 回 の 且 四 衣 和 で 際 向 < い 
る 事業 者 ・ 国 民 の 皆さん が た くさ ん いま す の 
で 、 そ の 方 々 に 対す る 経済 支援 を 切れ 目 な く 
(人 陸 0 MAND20NUN OAI RS < 
の 中 で も 、 中 小 ・ 小 規模 事業 者 の 方 々 に は 、 
資金 繰り に 大 変 還 っ て いる 方 が 多く いま す 。 
金融 機関 の 協力 を 得 て 、 運 転 資金 を 過 不 足 な 
く 供 給 す る こと が 重要 で すか ら 、 金 融 機関 に 
対し 更に し っ か り と 要請 し な けれ ば な ら な い 
コン NUDE SEC 
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また 、 こ れ か ら 先 も 日 本 経済 を し っ か り 成 
誠 き 筐 で いさ 流 ⑭ に 降 そう し じ 宏 方 全 仁多 思 
ロナ を 乗り 越え て 、 そ の 先 を 頑張 っ て も ら わ 
な いと いけ ませ ん 。 そ の た め に は 金融 機関 の 
更 な る 役割 が 重要 だ と 思い ます 。 様々 な 事業 
者 に 寄り 添っ て いた だ いて 、 事 業 展開 に お け 
る 様々 な アド バイ ス や 情報 の 提供 な ど を 行い 、 
将来 に わた っ て 、 そ れ ぞ れ の 事業 者 が し っ か 
り 前 に 進め る よう に する た め の 役 割 も 果たし 
NUMEIESSUEUORDCEEEBDINGMDDEEARONIS 

も う 一 つ は 、 今 は 個人 金融 資産 が 約 2 千 兆 
円 あり 、 そ の 半分 は 現 預 金 と いう 状況 で す が 、 
た だ 手元 に 持っ て いて も 経済 的 な 貢献 は あま 
りな いわ け で すか ら 、 積 極 的 に 投資 に 回 し て 
いた だ ける よう な 環境 を 整備 する 必要 が ある 
NNN USE 

金融 資産 を 持つ と か 、 い ろ い ろ な 投資 を 行 
































うと いう こと と は 、 高 齢 者 の か な り 余 裕 の ある 
人 NE SEE 
0278200U 0 まま の の 8 証 | 0 の 0 
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き だ い ご 局 MY S リ 。 
SM 徐々 に 仕組 
32 SUUU EIC に 個人 金融 資産 が 


ある わけ で すか ら 、 8 BC 
し た 仕組 み を 利用 し て いた だ く 環 境 づ くり が 、 
これ か ら の 日 本 の 経済 ・ 国 力 の 向上 の た め に 
も 非常 に 重要 だ と 思っ て いま す 。 

ー ご こ ご 刀 まで た だ た 故 ググ 紹 また 不 矢 の 友 で 、 
友介 深い る ちの は 衣 で すか > 


私 が 初 入 導 し た の は 、19 年 前 の 環境 大 臣 で 
し た 。 京都 議定書 が 議論 され て いた 時 で 、 そ 
の Re ら 地 球 温暖 化 iga 指摘 
2400GN ま AA 2 の 時 MK 記 時 
化 の 影響 は 、 表 面 的 に は 理解 し て いて も 実感 
する こと と 区 め 計り 8 め り 庄 志ん で し 療 。 そ し て で て 。、 
20 年 ほど 経過 し て 、 今 は 国民 の みな さん が 、 
肌 感 覚 で 気候 変動 を 感じ て いる と 思い ます 。 
2 還 IG08 信 ( 証 鹿 の 天 洪水 の あめ 0 II 
山 火 事 に 伴う 山林 火災 で 北海 道 ・ 東 北 地方 と 
MBSA 

雨 災 害 が 起き 、 大 型 化し た 台 a し じ し 圧 
A 動 に 伴う 地球 
温暖 化 は 待っ た な し の 間 題 だ と 思い ます 。 

この 問題 へ の 施策 と し て 、 温 暖 化 に 対応 す 
る 様々 な 産業 も 作っ て いか な けれ ば な り ま せ 
ん ご の さよ うな 分 野 へ の 投資 と し て ESG 投 
次 が と が 人 有休 わ れ で いい くめ 要 が ある と 思い し ます 
クリ テー ジジ 合法 の 濾 資 ほう つい で 陸 、 今 全 ク リー 
0 
の SS EBM 









































の よう に 、 金 融 行政 か ら も 温暖 化 対 策 に は 十 
分 真 献 で きま す 。 地 球 温暖 化 へ の 取組 み に つ 
いて は 、 今 、 現 実に 地球 温暖 化 の 影響 を 実感 





する 中 で 、20 年 ほど 前 の 取組 み も 含め て 印象 
に 残っ て いま す 。 





es イジ 名 ーー め 滋 圭 


司会 茂 胡 に みっ を ぎっ み グ を 数 そ て 
ぐ くださ 6。 


私 の 父 ( 注 : 鈴木 善幸 元 総理 ) が 長く 政治 
還っ いた だ た に と の 昭 背 の 要 ま だ た こら 思 いま 
す 。 父 は 新 憲 法 下 で 初 の 選挙 が あっ た 昭和 22 
年 か ら 国 会 に いま し た 。 私 は 昭和 28 年 生ま れ 
で 、 和 仁和 夕 だ どき に は 人 次 必 政 済 窒 で し し 、 
政治 家 と し て の 父親 し か 知ら な い の で す 。 子 
ども の ころ か ら ず っ と 、 父 の 色々 な 活動 を 見 
0 また 当時 由 際 の ら 四 本 の とう 
ち 上 が る の か と 、 民族 の 再生 、 日 本 の 復興 と 
いっ た 言葉 を よく 使っ て いま し た 。 国民 の 皆 
さん が 政治 に 対す る 切実 な 思い を 持っ て いた 
ee の 見 NGO の GU の 
人 全 認 (GIG も 提 軸 の 6 の <G め 9 こと が 
di の Np だ ん だ た ん の が カカ で 
NSK 上 証 5 りこ 














ー 有 湊 
ぐだ さい 。 


合名 と ん て 上 内 する ちの を 教え て 


端的 に 言う と 、 国 民 の 皆さん の 期待 に 応え 
5 GU DSE 2 
30 年 間 で 感じ る の は 、 国 民 の 皆さん の 政治 に 
GMO02 の BIUN2OEGSUINSDIS 
で す 。 私 は 選挙 区 が 岩手 県 で すか ら 特 に そう 
な の か も 知れ ませ ん が "当初 は まだ まだ 人 属 々 
ジジ タラ が が 卒 う て い 恋い と いう こと で 、 県 
内 の 道路 を は じ め イ ン フ ラ 整 備 の 要望 が と て 
の の | 
減少 、 過 疎 化 が 進み 、 そ の よう な 中 で 、 産 業 
や 集落 を どう や っ て 維持 し て いく の か が 課題 
Gi 

世の中 の 技術 が 進ん で 、 デ ジタル 化 に 
村人 SI 
あり ます 。 例 えば 、 自 動 運 転 の 車 に し て も 、 
だ ん だ ん 公共 交通 が 地方 で な く な っ て し まう 
(00002 5 の 0 の の Dille ョ ョ の 
0) SC 二 ョ 
E 川 32USS2UNSEN の レク ョ ンク 2 し に 





























2 ジウ ニン ハン つこ 
これ だ っ た ら 地 方 で 住み な が ら 仕 事 し て も 良 
WN じ ゃ 恋い が と 、 そ うい う 和 新しい 尊 る が 信吉 
GE 





ヨコ ロナ 感染 i 


上 協 区 3 いで て この 30 箇 向い いと 
課題 も 変化 し て いま す 。 目指 すべ きも の は 
4024 = 二 分 目配り 気配 
り を し て 、 常 に 新しい ニー ズ に 応え 、 有 権 者 
OC 
6 312 に 2 ACTES EC 























ー 克己 女 ど に 、 ど の よう に グフ レッ シュ 
さて いす で ん ょ うろ 














趣味 の ゴル フ が リフ レッ シュ や 健康 管理 に 
000000G き / こ ON 0 0 8 
ョ ル ラ も 目 由 央 で き 9 ヨ 四 売 で 外 曲 @G き な 
い 時 も あり ます 。 偶然 、 テ レビ の 通販 番組 で 
ココ EMMAN ラ クン ニー シイ クン ショ シン 2 5 ん し 
琴 し 泡 。 今 記 必 が で き 次 い 傘 、 そ の ラジ 
ニン クマ ショ ン で 30 信 間 生 表 で 健康 管理 を 兼 
NG 0 0 ei の O 帳 
人 別 の 孫 も 近く に も 住ん で お 

、 休 み の 日 は 孫 た ちと 一 緒 に 遊ぶ の が 楽し 
CN 









































ー 遂 愛 た 諸 方 の 雷 を お 願い し ます 。 


UE シミ AE 230 GUIESUS RS 
て 、 色 紙 な ど へ の 揮 亭 を 頼ま れ ま す と 「 和 を 
以 て 尊し と な す 」| を 書き ます 。 私 の 父 も 同じ 
上 2 が 性格 だ つの の も れれ ませ / スス ん は 
「 和 」 と いう 字 を よく 書き 、 父 の 内 閣 は 「 和 
の 政治 | と いう スロ ー ガ ン を 掲げ て 運営 し て 
5 市 陸 7 きき GOSUDED7E2OUNG BS 49 
れ ど も 、 座 右 の 銘 を 聞か れ ま し た ら 、 私 も 
隆 iAUAE US An 6 (1 GU 






































以 上 


(イン タビ ュ ア ー : 広報 


間 
洒 
導 
詩 
直 
J 





虹 木 内 閣府 特命 担当 大 臣 (金融 ) 車 座 対 話 の 開催 


ン 「 国 民 の 資産 形成 と 金融 リテラ シー」 て 





本 年 10 月 8 日 の 、 岸 田 首相 の 所 信 表 明 演 説 
に て 、 全 閣僚 が 、 様 々 な 方 と 車 座 対話 を 積み 
重ね 、 そ の 上 で 、 国 民 の ニー ズ に 合っ た 行政 
を 進め て いる か 、 微 底 的 に 点検 する 旨 の 指示 
が あり まし た これ を 受け 月 26 目 人 金 員 
庁 で も 、 「 国 民 の 資産 形成 と 金融 リテラ 
シー」 を テー マ に 、 鈴 木 大 臣 の 車 座 対話 を 開 
催し まし た 。 会 場 は 日 本 橋 免 町 に ある 


KABUTO ONE。 劉 町 は 、 渋 沢 洒 一 が 設立 し た 、 


日 本 最 古 の 銀行 で ある 第 一 国立 銀行 の 初代 本 
店 が 据え られ た 地 で あり 、 東 京 証券 取引 所 も 
所 在 す る 、 日 本 の 金融 業界 を 象徴 する 場所 で 
す 。 対話 に ご 参加 いた だ いた の は 、 資産 形 成 


や 金融 教育 に 造語 の 深い 大 学生 、20 代 社会 人 、 


5 ニシ 00 mn2 ポリ 2 | 
ン ャ ョ ナリ スト 、 FE 肖 直 生 活 7 ドバイ ザー 
(009 

出席 者 か ら は 、 

・ 大 学 の 投資 サー クル を 運営 し て いる が 、 親 
の 理解 が 得 ら れず 証券 口座 開設 が で き な か 
っ た り 、 学 生 が 投資 する と いう こと に 大 学 
人 OO 夫 の 020 リョ クル ん の 人 NG くれ 
200N2 つ (用 0 の 2 2 2 に Ue 
金融 教育 を 行う こと は と て も 良い こと で あ 
る が 、 親 世代 や 社会 全体 の 認識 も 変え る 必 
要 が ある と 感じ る 。 

・ 若 い 世 代 は これ まで に な く 資 産 運 用 へ の 関 
心 が 高 まっ て お り 、 イ ンタ ーネット 証券 会 
社 を 利用 し て 実際 に 投資 を 初め て いる 。 こ 
れ に 対し 、40 代 以降 の 世代 は 投資 や お 金 の 
話 に ネガ ティ ブ で あり 、 取 り 残 され る 懸念 
が ある 。 

・ 金 融 教育 と は 投資 教育 に と ど ま る も の で は 
な く 、 よ り 幅 広い も の 。 お金 と は 何 か 、 と 
いう と ころ か ら 始 め る 必要 。 

・ 個 々 人 が 人 金融 リテラ シー を 高め る こと も 重 
要 だ が 、 販 売 側 の 金融 機関 が 情報 開示 を す 
る こと も 重要 。 人 金融 商品 の 選択 に あたっ て 
は 、 利 回 り が いい と いう だ け な く 、 情 報 開 




















示 を きち ん と し て いる 商品 を 選択 する こと 
が 重要 。 

・ お 金 に 対す る アレ ルギー が な い 若 い 世 代 か 
ら 金 融 教 育 を や っ て いく こと が 重要 。 な お 、 
金融 商品 の 購入 に 誘導 する よう な 金融 教育 
に な ら な いよ う 留 意 す る こと も 必要 。 

GOD5D00e0 間 ME SSN ま Simsl 還 7 

ら は 、 執 務 室 の 中 に 籠っ て いる だ け で は 聞け 

な い 貴 重 な お 話 を お 伺い で きた こと へ の 調 辞 

と 、 参 加 者 の 皆様 の 意見 を 踏ま え 、 国 民 の 資 

産 形成 と 金融 リテラ シー の 向上 を 進め て いく 

填 の 決意 を 示し て いた だ きま し た 。 
今回 の 車 座 対 話 で は 、 様 々 な 分 野 の 参加 者 

か ら 幅 広い 取組 み の 紹介 を いた だ けた と いう 

こと と 、 単 に 「 国 民 の 資産 形成 や 金融 リテラ 

2 50a GO SCAN IS の 

うな 点 を 間 題 と 感じ る の か 」 「 ど うい っ た 施 

の て れ 

ぞ れ の お 立場 か ら 具 体 的 な ご 指摘 、 ご 提案 を 

(NIIUD20aG 細目 二 

を 介さ と が で さだ こと 感 U て で いま 9 等 融 語 

(NII いだい だ に 邊 見 も 0 AO の ら 








引き 続き 国民 の 資産 形成 に 資す る よう な 制度 
の あり 方 の 検討 や 、 金 融 リ テラ シー の 向上 と 
2222 吉 用 NO き の 5 本 時 つく HIMU 旨 
96 ま ID 








第 48 回 金融 審議 会 総会 ・ 第 36 回 金融 分 科 会 合同 会 合 の 開催 


~ 鈴 木 大 臣 よ り 「 公 





本 年 11 月 22 日 (月 ) 、 第 48 回 金融 審議 会 総会 ・ 働き 方 の 多様 化 を 踏ま えた 対応 等 を 議論 し 、「 会 
第 36 回 金 a 会 合 が 開催 + され まし た 。 計 和 監査 の 信頼 性 確保 」、 [公認 会 計 士 の 力 発 
今回 の 合同 会 合 で は 、 鈴 木 大 臣 よ り 、 0 揮 ・ 能 力 向 上 | 等 を 柱 と する 論点 整理 を 公表 し ま 
NR ほか デジタ ルト 分散 理 
金融 へ の 対応 の あり 方 等 に 関す る 研究 会 」 中 間 論 上 記 の 府 間 は 、 こ の 論点 整理 を 踏ま えて 行わ れ 
点 整理 、 金 融 庁 の 経済 対策 項目 な ど に 関す る 報告 た も の で あり 、 今 後 、 金 融 審議 会 「 公 認 会 計 士 制 
Mie/UESP 度 部 会 |] に お いて 具体 的 な 制度 整備 に 向け た 調 
査 ・ 審 議 が 行わ れる こと と な り ま し た ※2。 


























〇 報告 
@ | デジ タル ・ 分 散 型 金融 へ の 対応 の あり 方 
等 に 関す る 研究 会 」 中 間 論 点 整理 
今回 の 合同 会 合 で は 、「 デ ジタル ・ 分 散 型 金融 
へ の 対応 の あり 方 等 に 関す る 研究 会 ] の 中 間 論 点 
整理 に つい て 報告 が 行わ れ ま し た 。 こ の 研究 会 は 
本 年 7 月 以来 4 回 に わた っ て 開催 され 、 送 金 ・ 決 
済 分 野 か ら 検 討 が 行わ れ て きま し た 。 本 報告 は ス 
テー ブル コイ ン へ の 対応 ま 3 に つい て の 議論 の 結果 
を まとめ た も の で す 。 今後 、 金 融 審議 会 | 資金 決 





























| 写真 : 語 間 文 を 読み 上 げ る 鈴木 大 臣 | 湖 ウ キン クー クル ミス お いて ステ デニ スズ 
ルコ イン へ の 対応 の 制度 的 な 論点 に つい て の 更 な 
公認 会 計 士 制度 の 改善 に 関す る 検 廊 る 議論 が な され る 予定 で す 。 


【 許 問 】 会 計 監査 を 取り 巻く 経 : | 変 借金 融 庁 の 経済 対策 項目 

を 踏ま え 、 会 計 監 査 の 信頼 性 確保 や 公認 本 年 11 月 19 日 に 閣議 決定 され た 「 コ ロナ 克服 ・ 
一 層 の 能力 発揮 及び 能力 向上 に 3 妨 新 時 代 開 拓 の た め の 経 済 対 策 ] ※ ぉ の うち 、 金 融 庁 
制度 の 改善 に 関す る 事項 に つい て 検 計 2 21D2ERl 










































































金融 庁 は 、 本 年 9 月 より 「 会 計 監 査 の 在り 方 に 金融 庁 で は 、 引 き 続 き 、 金 融 審議 会 で の 議論 を 
関す る 懇談 会 | を 開催 し て まい り ま し た 。 こ の 懇 踏ま え 、 各 種 施策 を 推進 し て まい り ま す 。 

談 会 で は 、 中 小 監査 事務 所 を 含む 上 場 会 社 の 監査 
の 担い 手 全体 の 監査 品質 の 向上 や 、 公 認 会 計 士 の 


























※1 議事 次 第 お よび 配付 資料 に つい て は 、 
https://www.fsa.go.jp/singi/singi_kinyu/soukai/siryou/2021 1122.html を ご 参照 くだ さい 。 

※2 今回 の 合同 会 合 後 、 本 年 11 月 29 日 に 公認 会 計 士 制 度 部 会 が 開催 され まし た 。 
https://www.fsa.go.jp/singi/singi_kinyu/kounin/siryou/20211129.html を ご 参照 くだ さい 。 

※3 いわ ゆる ステ ー ブ ル コイ ン に 明確 な 定義 は 存在 し な い が 、 本 報告 書 の 中 で は 、 法 定 通貨 の 価値 と 連動 し た 価 
格 ( 例 : 1 コイン = 1 円 ) で 発行 され 、 発 行 価格 と 同額 で 償還 を 約 す る も の (及び これ に 準ずる も の ) を 今 
後 の 議論 の 対象 と 結論 付け て お り ま す 。 

4 育 金 湊 済 避 ョ キン グ クコ クル ョ ブ に つい で くく は 
https://www.fsa.go.jp/singi/singi_kinyu/base_gijiroku.html#shikinkessai wg を ご 参照 くだ さい 。 

※5 「 コ ロナ 克服 ・ 新 時 代 開 拓 の た め の 経 済 対策 ] に つい て は 、 内 閣府 ウェ ブサ イト 

5 https://www5.cao.go.jp/keizai1/keizaitaisaku/keizaitaisaku.html を ご 参照 くだ さい 。 





























































































































「 企 業 会 計 番 議会 総会 ・ 第 8 回 会 計 部 会 」 の 開催 


黄 川 田 副 大 臣 へ の 意見 書 の 手 交 て 




















本 年 11 月 16 日 、 企 業 会 計 審 議会 総会 ・ 第 8 回 会 監査 業務 の 公益 性 に 鑑み 、 充 実 し た 品質 管理 シス 
計 部 会 を 開催 ま 1 し 、 | 監査 に 関す る 品質 管理 基 テム の 整備 及び 運用 が 求め られ る こと と され まし 
準 ] の 改訂 及び 最近 の 会 計 監 査 ・ 会 計 基 準 を 巡る た 。 

主 な 動向 に つい て 議論 が 行わ れ ま し た 。 

















































































































本 総会 で は 、 堀 江 監 査 部 会 長 よ り 、 監 査 部 会 に 
お ける 審議 の 状況 等 に つい て の 説明 が 行わ れ た 後 、 
企業 会 計 審議 会 総会 と し て 「 監 査 に 関す る 品質 管 
理 基準 の 改訂 に 係る 意見 書 ] が 取り まとめ られ 、 
徳 賀 会 長 か ら 黄 川田 副 大 臣 へ 同意 見 書 が 手 次 され 
ま SS 



























































| 写真: 総会 で の 黄 川田 副 大 臣  ] 

















〇 「 監 査 に 関す る 品質 管理 基準 」 の 改訂 に つい て 
監査 事務 所 に 適切 な 監査 業務 の 実施 を 求め る た 
め 、 監 査 の 品質 に 影響 を 及ぼ す 可 能 性 の ある リス 
ク の 積極 的 な 識別 ・ 対 応 を 求め る こと を 内 容 と し 
た 、「 監 査 に 関す る 品質 管理 基準 」 の 改訂 が 了承 IN | 
さま Ua2 と 黄 川 田 副 大 臣 ( 左 ) 

今回 の 改 記 に より 、 監査 事務 所 自ら が 、 達 成す 
べき 品質 目標 を 設定 し 、 当 該 品質 目標 の 達成 を 胃 〇 最近 の 会 計 監査 ・ 会 計 基準 を 巡る 主 な 動向 
害し うる リス ク を 識別 し て 評価 を 行い 、 評 価 し た ・ 会 計 監 査 の 在り 方 に 関す る 懇談 会 の 論点 整理 ※3 
リス ク に 対処 する た め の 方 針 又 は 手続 を 定め 、 こ ・ 金 融 審議 会 ディ スク ロー ジャ ー ワ ー キ ング ・ 
れ を 実施 する と いう 、 リ スク ・ ア ヲ 呈 ニチ に 基 づ グル ー プ に お ける 検討 状況 

く 品 質 管理 シス テム を 導入 する こと と され まし た 。 ・IFRS の 任意 適用 企業 の 推移 

リス ク ・ ア プロ ー チ に 基づく 品質 管理 レス テム ・ 日 本 基準 の 開発 や 国際 的 な 意見 発信 の 状況 
は 、 当 該 監 査 事務 所 が 実施 する 業務 の 内 容 や 監 ・ 国 際 会 計 人 材 の 育成 の 取組 み 
事務 所 の 状況 に よっ て 変化 し うる も の で ある た め 、 等 に つい て 、 議 論 が 行わ れ ま し た 。 
上 場 会 社 等 の 監査 を 行う 監査 事務 所 に つい て は 、 










































































































































































































































































































































































※1 議事 次 第 お よび 配付 資料 に つい て は 、 
https://www.fsa_.go.jp/singi/singi_kigyou/siryou/kaikei/20211116.html を ご 参照 くだ さい 。 

※2 本 年 11 月 19 日 公表 「『 監 査 に 関す る 品質 管理 基準 の 改訂 に 係る 意見 書 』 の 公表 に つい て 」 は 、 
https://www.fsa.go.jp/news/r3/sonota/20211116.html を ご 参照 くだ さい 。 

※3 本 年 11 月 12 日 公表 「『 会 計 監 査 の 在り 方 に 関す る 懇談 会 ( 令 和 3 事務 年 度 ) 』 論点 整理 の 公表 に つい て 」 は 、 
https://www.fsa.go.jp/news/r3/singi/20211112.html を ご 参照 くだ さい 。 6 

















































































































に 可 議 ーーーーーーーーーーーーーーーー 





1. 国際 金融 都市 ニュ ー ヨ ー ク と 州 ・ 都 市 間 競 争 

ニュ ー ヨ ー ク ・ マ ン ハ ッ タ ン で は 、 世 界 を リー ド す る 多数 の 金融 機関 や 金融 サー ビス 関連 が 本 拠 地 
を 置き 、 活 発 に 金融 ・ 資 本 取引 を 行っ て いま す 。 フ ィ ラ デル フィ ア か ら 人 金融 都市 の 座 を 奪っ た 1800 年 
代 前 半 か ら 1900 年 代 半 ば まで 、 多 く の 金 融 機関 が ウォ ー ル スト リー ト (ダウ ンタ ウン ) 周辺 に 所 在 し 
UNEOeUE 052 の ミュ ュー ョ ヨ ニ ク の 肌 半 上 失 は ウ ネ ニー ルス イト リート IO 開 5 っ と 
情報 通信 技術 の 発達 に 伴い 、1970 年 代 以降 、 大 手 金融 機関 を 中 心 に 、 マ ン ハ ッ タ ン 中 心 部 の ミッ ド タ 
ウン へ の 移転 が 進み 、9.11 の テロ 事件 後に 更に 移転 が 加速 し まし た 。 さ ら に 、 ミ ッ ド タウ ン で 金融 業 
を 中 心 と する 企業 の 集積 が 進み 、 オ フィ ス 賃 料 が 上 昇 す る 中 で 、 マ ン ハ ッ タ ン 西 部 の 再開 発 地域 で あ 
る ハドソン ヤー ド へ の 移転 も 進み つつ あり ます 。 

他方 で 、 最 近 で は 、 コ ロナ 宰 の 影響 も あり 、 ヘ ッ ジ ファ ンド を 中 心 に 、 税 金 等 の コス ト が 低い フロ 
リ ダ 州 や テキ サス 州 に 移転 する 動き も 見 られ て お り 、 企 業 誘致 の た め の 州 間 ・ 都 市 間 競 争 が 激 し さ を 
ONI まこ ニク 川 隊 人 の 旦 癌 議 貞 の 証人 ンク カク NOMEAO の 自記 
する た め に 株 式 取引 課税 の 導入 を 提案 し た 際 に は 、 ニ ュー ヨー ク 証 券 取 引 所 の CEO が 他 州 へ の 移転 を 
NM i 
620 の NN スム AA 人 人 用 = ニョ ニー クノ E の 晴 当 肖 礎 の OOUS 0 の と を OH GO 
世紀 末 に アメ リカ で 生ま れ た 州 間 の 規制 競争 (競争 的 ガバ ナン ス ) の 概念 は 、 OC 
持つ と と も に 、 米 国内 で も 連綿 と 続い て いる よう で す 。 

さら に 、 米 国 に は 、 ニ ュー ヨー ク 以 外 に も 、 歴 更 的 経緯 に より 、 資 産 運 用 業者 が 集積 する ボス トン 、 
商品 ・ デ リバ ティ ブ 取 引 所 を 擁 する シカ ゴ 、 ベ ンチ ャ ー キ ャ ピタ ル が 集う シリ コン バレ ー 等 、 世 界 を 
代表 する 様々 な 金融 セン ター が 存在 し て いま す 。 

米国 に お ける 企業 の 拠点 移動 ・ 設 置 に 係る イン セン ティ ブ や 、 自 治 体 の 企業 誘致 策 と その 効果 、 企 
業 の 地域 分 散 の 在り 方 と いっ た 点 は 、 日 本 が 国際 金融 セン ター と し て の 地位 を 持続 可能 な 形 で 維持 ・ 
向 帳 串 隊 GU < 2 靖 二 つ の 22 st 
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2. 日 本 に 投資 する 米国 投資 家 
日 本 市 場 に お ける 海外 投資 家 の 勢 
力 は 大 きく 、 市 場 の 価格 形成 、 企 業 
経営 や 経済 の 在り 様 に まで 影響 を 及 
EZ os 
例え ば 、 日 本 の 株 式 市 場 の 売買 高 を 
見 る と 、2020 年 の 東証 第 一 部 総 売 買 
代金 に 占め る 海外 投資 家 の 割 合 は 6 
割 に も 上 り 、 海 外 投資 家 の 存 在 感 の 
大 き さ を 示し て いま す 。 人 | 

日 本 で は な か な か 接する こと が 難 置 較 、 | | 四 麻 
し い 海外 投資 家 で す が 、 ニ ュー ヨー 
ク で は 、 そ うし た 日 本 市 場 に 投資 す 
る 投資 家 た ちの 生 の 声 を 直 に 聞く こ 
NGEIES2E に 2 0 に | っ ーー ーー 
て で る 、 甘 斉 の デア セツ ドド マ 和 ポジ ※ ジ シト | 再開 発 が 続 く ハ ド ジジ ヤー ド e 日 系 の 不動 産 会 社 も 開発 に | 
会 社 か ら 、 グ ロー バル マク ロフ ァ ン 携わる 。 コ ロナ 袖 の 影響 が 注目 され る 。 































































































































































































90220 ク ルクル ント る 全 0、 ヘ ソ ンク ラク | 昌 (000 ク 2 クリ ピス クック ラ リド トド ョ クノ 人 (に まる ま 
で 、 様 々 な 規模 や 投資 対象 ・ 投 資 戦 略 が あり 、 物 の 見 方 も 様々 で す 。 

米国 投資 家 の 立場 で 見 る と 、 彼 ら は 、 母 国 市 場 が 上 値 を 追い 続け て お り 、 ま た 、 世 界 中 に 魅力 的 な 投 
先 が あ る 中 で 、 「 な せ ぜ 日 本 に 投資 する の か 」 と いう 問い に 常に 直面 し て いま す 。 ま た 、 運 用 担当 者 の 面々 
を 見 て みる と 、 日 本 経済 の プレ ゼン ス が 現在 より も 相対 的 に 大 きか っ た 1980 一 90 年 代 に 日 本 で 経験 を 積 
み 実 績 を 上 げた 人 が 多く 、 高 齢 化 が 進み つつ あり ます 。 社 内 に お いて 、 日 本 投資 向け の 資産 配分 を 獲得 す 
る こと が 蜂 し いと いう 声 も 聞か れ ま すず す 。 

こう し た 現実 の 中 で 、 米 国 投資 家 の 運 用 担当 者 の 多く は 、 日 本 と いう 投資 先 に 機会 を 見 出す べく 、 日 本 
の 経済 ・ 市 場 の 優れ て いる 点 や 課題 点 に つい て 日 々 真剣 に 考え を 巡ら せ て いま す 。 彼ら の 意見 の 中 に は 、 
厳し い 指摘 も 多々 あり ます が 、 一 方 で 、 コー ポレ ー ト ガバ ナン ス 改 革 の よう に 、 大いに 期 待 ・ 評 価 さ れ て 
いる 取組 み も あり ます 。 日 本 国内 に いる と 得 ら れ な い 気 付き を 得 ら れる こと も 多く あり ます 。 

も ちろ ん 、 海 外 投資 家 は 自ら の 投資 リタ ー ン 向上 を 最 優先 に 行動 し て お り 、 そ の 意見 が 正解 と は 限り ま 
せん 。 ま た 、 い わ ゆ る 短期 筋 ・ 投 機 筋 と 長期 投資 家 と で は 全く 思惑 が 異な り ま す 。 他 方 で 、 海 外 投資 家 に 
見 放さ れる 市 場 が 日 本 に と っ て 良い 市 場 だ と は 言い 難い よう に 思わ れ ま す 。 日 本 市 場 を より 魅力 ある も の 
に し 、 経 済 の 成長 に 繋げ られ る よう 、 海 外 投資 家 の 意 見 も 参考 に し な が ら 、 政 策 や 制度 の 在り 方 に つい て 、 
絶え ず 検証 し 、 必 要 か つ 適 切な 改善 を 図っ て いく こと が 重要 と 考え られ ます 。 

そう し た 作業 に お いて 、 米 国 の 金融 資本 市 場 の 在り 方 は 、 大 い に 参 考 に な り ま す 。 米国 で は 、 ア イデ ア 
を ロン イス と 1 C 成 恨 き る 県 廃 が 徐 っ (おり て うし だ ロン ネス に (大学 星合 キン クウ ッッ ン シ 
ト ) を 始め と する 機関 投資 家 や 個人 投資 家 が 上 星 盛 な 投資 意欲 を 持っ て お り 、 非 上 場 株 式 を 含め 、 円 滑 に 
金 調達 や 投資 ・ 取 引 を 行う 金融 アレ ステ ム が 存在 し て いま す 。 日 本 の 金融 制度 や 実務 は 、 様 々 な 面 で 米国 を 
手 本 と し て 形成 され て きま し た が 、 進 化し 続け る 米国 の 経済 ・ 金 融 構造 の 在り 方 は 、 今 後 も 一 つの 見 本 に 
UDESEM ま 1996 

他方 で 、 彼 我 の 前 提 条 件 の 違い に も 留意 が 必要 で す 。 今日 の 米国 の 金融 レス テム が 効率 的 で ある の は 、 
公 的 部 門 の 施策 の 貢献 も あり ます が 、 民 間 部 門 が 市 場 の 非 効率 性 を 単に 事業 運営 上 の 障害 で は な く 収 益 機 
会 らし て 提 え 、 ピ ビジ ネス と し て その 解消 号 取 り 組 ん で きた こと が 天 き く 表 し て いる と 言え まず す 。 例え ほ は 、 
新興 資産 運用 業者 へ の 投資 を 専門 に する 資産 運用 会 社 や 、 フ ァ ン ド 形 態 で は な く 会 社 (ベネ フィ ッ ト コ ー 
ポレ ーション ) 形態 で 出資 を 集め 脱 炭 素 化 プ ロジ ェクト に 長期 投資 する 会 社 等 、 新 た な 資金 の 流れ を 生み 
軸 縛 介 二 の がく 0 の 5 昌 が っ (いま の に ) し この の 思う 20 選び 成 り DD か 成 り Ao 
と すれ ば 日 本 で は どう すべ きか 、 考 え を 突き 詰め て いく こと が 重要 と 思わ れ ま す 。 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3. 金融 関係 者 と の 地道 な 交流 
ニュ ー ヨ ー ク 総領 事 館 で は 、 現 地 の 投 資 家 を 

始め と する 金融 関係 者 に 日 本 の 経済 ・ 金 融 に 関 じ 5JNY WEBINARS 
する 政策 や ビジ ネス の 動向 に つい て 理解 を 深め 
ieB3Coi の 0 や 0 証 糧 HL 人 語 ドッ ンク 
得る こと を 狙い 、 継 続 的 に セミ ナー を 開催 し て 
まま 人 電 8 月 直 界 合計 の 
た 国際 金融 セン ター の 実現 を テー マ に 米国 投 
家 向 け ウ ェ ビ ナー を 開催 し 、 金 融 庁 の 岡田 総合 
政策 課長 、 山 川 課長 補佐 (いずれ も 当時 の 肩書 
より 、 外 国 の 金融 機関 や 投資 家 を 日 本 に 誘致 す MR 


































































































































































































る こと を 目的 と し た 省庁 ・ 関 係 機関 に 横 串 を 刺 セミ ナー 実施 に 係る 広報 
す 取 組み を 発信 し 、 活 発 な 意見 交換 が 行わ れ ま 

し た 。 今後 も 、 こ うし た セミ ナー や 個別 の 意見 交換 を 通じ 、 ニ ュー ヨー ク の 金融 関係 者 と の 交流 を 深め る 
こと で 、 日 本 市 場 の 魅力 向上 と 発展 に 貢献 し て いき た いと 考え て いま す 。 6 






















































































政策 解説 コー ナー 








金融 庁 で は 、 人 金融 リテラ シー 向上 の た め 、 人 金融 経済 教育 に 取り 組 
へ の 出張 授業 (講師 派遣 ) を 行っ て きま 具 









































ん で お り 、 こ れ ま で 高校 や 大 学 等 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 拡大 後 は 、 オ ン ラ イン で の 








授業 の 実施 も 増加 し て お り ま す 。 た だ 、 す べ て の 学校 で オン ライ ン 環 境 が 整備 され て いる わけ で は な 


neae RC 


授業 














組み 2 ぐ S し 7 だ が 、 














いつ で も 視聴 で きる オン デマ ンド 授業 の 必要 性 、 可 能 


動画 、 解 説 動画 の 作成 ・ 公 表 等 を 行っ て まい り ま し た 。 そ し て 、 こ の 取組 み 





た いと 思い ます 。 
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i 
お 金 の 知恵 一 ] が 、 


計 
FF 




















の 0 
の 金融 の 基礎 」 、 





金融 経済 教育 推進 会 議 
融 経 














に つい て は 、 日 本 銀行 内 に 設置 され た 「 和 金融 広報 中 央 委員 会 ] が 事務 
金融 庁 や 各 業 界 団 体 で の 金 
済 教育 推進 会 議 ] が 作成 し た e ラ ー ニ ング 講座 「 マ ネ ビ タ ー 人 生 を 豊か 
申し 込み 自体 は 10 月 29 日 より 受付 開始 ) 。 


ll 


本 年 11 月 25 日 に 開講 し まし た ( 受 
座 の 対象 は 、 上 記 の 金融 庁 の 動画 より 若干 年 齢 層 が 高く 、 主 に 大 学 














どなた で も 無料 で 受講 で きる よう 【 




























































































融 教 育 


還 GO NN ラク ョ クラ 生 肖 の 伸介 


「 ラ イフ プラ ン 作 成 」 「 借 入 」 | 資産 形成 」 


性 に 鑑み 、 高 校生 や 高校 教員 向け の 
は 金融 庁 単独 で の 取 














今般 、 関 係 機関 と 連携 し て 新しい e ラ ー ニ ング 教材 を 作成 ま *+ し まし た の で 、 お 知ら せ 





局 で あ 
み の 連 携 ハ プ ブ と な っ 
に まる 

















に 関す る 取組 


























生 一 若手 社会 人 向け と し て い 
み 」| 「 金 利 等 
融 ト ラブ ル 」 な ど 全 13 

















[保険 」 「 金 





パー ト で 、 金 融 に 係る 幅広 な 内 容 を カバ ー し て いま す 。 も ちろ ん 、 こ ご 関心 が ある 部 分 だ け 視 聴 する こ 


と も 可能 と な っ て いま す 。 ちなみに 金融 庁 は 
続 可能 な 社会 の 形成 に 向け て 


きま 


両 儲 鐵 央 、 
じじ で 診 り 、 
新 等 を 行っ た うえ で 、 継 続 
や 企業 研修 の 担 


半 























し で 簡 語 ず 。 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 拡大 は 


学校 の 授業 や 企業 研修 の あり 方 を 大 き 
の 2 20 UI Ge 
て 新しい や り 方 も 様々 に 検討 され て お 
り 、 オ ン デ マン ド 授 業 も その 一 つ で す 。 
無料 で だ れ で も 受講 
ひ 一 度 gaceco に ご 登録 いた だ き 、 動画 
を ご 覧 いた だ けれ ば と 思い ます 。 金融 



























































の 基礎 知識 は すでに 身 に 付 





ンー な ぜ 金 























講座 全体 の 
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ドコ モ gacco が 運営 する 無 


的 に 配信 し 


それ に 応じ 


有馬 SN の の で ぜ 


け て いる 
と いう 方 も 、 改 め て 初歩 か ら 学び な お 
































す と 、 新 し い 発 見 も ある か も し れ ま せ 


ん SO の の リド ツル 7 だ まう 70 リ 
や すい の で は な いか 」 
で の 解説 も 必要 で は な いか 」 と いっ た 


ご 指摘 も 大 歓迎 で す 。 
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本 年 10 月 29 目 公表 「e ラ ー ニ ング 





[こう し た 目線 























置 頭 部 分 に 


用 ラシー が 00 で いう ハー トド る で 提 当 きた ん 





料 オ ン ラ イン 講座 プラ ッ ト フ ォ ー ム 
いっ た ん の 受講 期限 は 2022 年 3 月 31 日 まで と し て お り ま す が 、 そ れ 以 降 も 、 適 宜 内 容 の 更 
GO SSCD ま AN まま 
当 者 等 に 幅広 く ご 利用 いた だ ける こと を 念頭 に 


「 マ ネ ビ タ ーー 人 生 を 豊か に 
II ま 還 有 の らら: も に 直上 AU まう 9 


座 『 マ ネ ビ タ 一 人 生 を 豊か に 


あたる 「 あ な た の 夢 の 実 現 と 持 





「gaccoe@( ガ ッ コ )」 を 利用 





庄 藤 > 
手 























料 等 は 、 学 校 関係 者 





一 定 の 条件 の 下 で 三次 利用 も 可能 と 





こす る お 人 金 の 知 








に する お 金 の 知恵 一 』 の 公表 に つい て 」 は 


https://www_fsa.go.jp/news/r3/sonota/20211029/20211029.html を ご 参照 くだ さい 。 

















も う 一 つ 、 金 融 庁 の 取組 み と し て 取り 上 げた い の が 「 う ん こ お 金 ドリ ル 」 ※2 で す 。 ご 存じ の 方 も 多い 
中 いま の の 0 記 用 きた だ たく と EID 20 に ドリ UM SS 人 合作 電信 の が 目 了 本 する 9 で 
の 則 題 人 有 I う つ ん 2 こ を 使 ( 作 られ た 学習 ドリ ルレ ル で ョ ン リ ニーズ 上 困 語 で 890 朋 部 を 超え る すこ ども だら に 
大 人 気 の 学習 ドリ ル で す 。 

先述 の と お り 、 金 融 庁 で は 高校 や 大 学 向け の 授業 は 多く 実施 し て お り ま し た が 、 特 に 低 年 齢 層 向 け の コ 
ン テ ン ツ は 少な く 、 授 業 の 経験 も 少な い の が 悩み で し た 。 こ うし た 中 、 な ん と 文 響 社 よ り ご 連携 の 提案 を 
NN 二 だ き ホ 昌 3 月 人 公表 U で の の IA も お SUPUIGC 0 うつ UG 有 Ni0Wa0eiallllines 誌 
に も 取り 上 げ ら れる な ど 、 非 常に 注目 を いた だ きま し た が 、 実 は 当初 か ら こ れ は | 生活 編 ] と いう 位置 づ 
け で 、 主 に 子ども た ち が 日 常 生 活 で 経験 し そう な お 金 に まつ わる 出来 事 を 取り 上 げ て お り ま し た 。 

で そり 本 年 0 朋 に II 符 済 性 と 是 し た 1 うう / こも 符 下 リル の 発 絆 を 人 表 また これ 
9 (2 0 MI の 0 ラク クー の 月 ルク / この 6 有 牛 2 、 こ くい リン ノッ ー こ ニン 
で 、 商 売 の 面白 さや 悩み 、 お 金 が 社会 を 回 っ て いく 経済 の 仕組 み に つ いて 、 子 ども た ち も わ か りや すく 学 
べ る と いう 、 生 活 編 と は 異な る コン セプト で 作成 し た も の で す 。 生活 編 と 合わ せ 、 こ ちら も オン ライ ン で 
2 だ た で も NU ルル に 人 導 ま 2 に 2 ので きま の 7 に り ニ っ ー つ の 1 うんこ | の 信人 際 電信 と 
の 提 着 の 間々 語 々 ョ Is うつ スト ドリ 土のう の 血 邊 UNW の で NII うし いう 所 0A 朋 の ほう び が 伝 
わり や すい の で は 」 と 何 度 も 議論 を 繰り 店 げた 結果 で す の で 、 ぜ ひ 一 度 ご 覧 に な っ て いた だ けれ ば と 思い 
まま 

蛇足 な が ら 申 し 上 げ る と 、 霞 が 関 で は ほか に も 「 う ん こ ド リル 」| が 展開 され て お り 、 消 防 庁 た の コラ ボ 
の ほか 、 海 上 保安 庁 と 連携 し た 「 う ん こ 海 の 安全 ドリ ル 」 、 財 務 省 と 連携 し た 「 う ん こ 税 金 ド リル | も ご 
きい まま の で こ 内 ゆめ ある 訪 は 中 非 そ らら も < こ 児 くだ た さり 

























































































































































































金融 経済 教育 に つい て は 、 令 和 4 年 4 月 か ら 、 高 校 家 庭 科 の 学習 指導 要領 に 資産 形成 が 盛り 込ま れる ほ 
か 、 成 年 年 齢 が 引き 下げ られ る こと で 、18 歳 か ら ク レジ ッ ト カ ー ド を 作れ る よう に な る な どの 社会 環境 の 
変化 も あり 、 現 在 注目 度 が 非常 に 高まっ て いる と 感じ て いま す 。 そ し て 同時 に 、 こ の 注目 の 高まり は 、 単 
計 本 財 690 の NN の 違 2 0000 UGCANN | 目 倫 の ラク ララ ラン INC お 生 こ の 人 きい の 0 の 
要 が ある | と いう 、 よ り 広 い 視 点 か ら お 金 と の 関係 を と ら え て いく 機運 が 醸成 され て いる た めで ある と も 
感じ て いま す 。 金融 リテラ シー の 向上 の た め 、 こ うし た 機運 を 逃さ ず 、 引 き 続 き 様々 な 取組 み を 検討 、 実 
訪 し で いさ た いと 罰 い Rs 
















































































\ 本 一 楽し い お 金 ドリ ル / 
os で 
うん こ 
お 金 ド リル 


うた こ ドリ ル x 金融 店 





ER 





※2 本 年 10 月 29 日 公表 「 小 学生 向け コン テン ツ 『 う ん こ お 金 ドリ ル 』 第 2 弾 の 公表 に つい て | は 、 
https://www.fsa.go.jp/news/r3/sonota/20211020-2/20211020-2.html を ご 参照 くだ さい 。 
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監 品 局 銀行 第 一 課 地 域 金融 企画 室 - 課長 補佐 山本 幸平 











昨今 、 多 く の 金 融 機 関 で は 、 基 幹 氷 シス テム の 複雑 化 が 一 つの 課題 と な っ て いま す 。 複雑 化し た 基 


























幹 系 シス テム は 、 開 発 ・ 運 用 に 過大 な コス ト が か か る だ け で な く 、 デ ジタル 化 に よる 利用 者 の 利便 性 
向上 等 、 サ ービス 改善 面 で も 機動 的 な 対応 を 困難 に する 一 因 と な っ て いま す 。 

こう し た 課題 を 乗り 越え る べく 、 一 部 の 金融 機関 や シス テム ベン ダー で は 、 基 幹 系 シス テム に 関す 
る 新た な 取組 み を 行っ て お り 、 金 融 庁 と し て も その 動き を 支援 する べく 、 令 和 2 年 3 月 より | 基幹 系 
2 トー シク ョ ンド ラン ポー ドク 1 2 PU SU C。 





この た び 、 さ ら に 人 金融 機関 が 相談 し や すく な る よう 、 本 年 11 月 2 日 、「 ハ ブ |」 を 「 金 融 機関 シス テ 
た アロ ント ドラ ンー" ポニ トド デス クノ | と | ( 二 才 9 る こと と まだ 見 休 的 に は ① 非 才 ネ ン 
ステ ム に 限ら ず 情 報 系 シス テム や 外部 シス テム と の API 連 携 等 も 含む 先進 的 な 取組 み に 関し て 相談 を 受 
け 付 ける と と も に 、② 個 別 金 融 機関 か ら の 事前 申請 や 支援 終了 後 の 報告 書 提出 を 廃止 し 、 よ り 和 柔軟 に 
人 目 談 UA70U の 形 G し NO 

「 デ スク 」 に お いて も 、「 ハ ブ 」 と 同様 に 、 シ ステ ム 開 発 の 企画 の 早い 段階 より 、 法 令 解 釈 や 、IT 
ガバ ナン ス お よび IT に 関す る リス ク 管 理 等 の シス テム モニ タリ ング の 観点 か ら 、 金 融 機関 と 一 緒 に 議 
論 す る こと で 、 金融 機 関 の チ ャ レン ジ を 後押し し て まい り ま す 。 ま た 、 今 後 は 支援 案件 ご と の 公表 は 
行わ な いも の の 、 得 られ た 知見 は 、 各 種 レ ポー ト 等 を 通じ て 公表 し 、 人 金融 機関 等 へ フィ ー ド バッ ク し 
て 参り ます 。 












































7 人 0 語 ま IG ク で 半 半 (きだ SO の 作る あ 0 NO 直人 MM OO た 
① オ ー プ ン 系 シス テム へ の 移行 、② ク ラウ ド 上 で の 開発 、③ 勘 定 系 の コア 部 分 の 縮小 ・ 戦 略 領 域 で の 
柔軟 な 対応 、 コンポ ー ネ ン ト ・ マ イク ロサ ービス 化 、⑤ ア ジャ イル 開発 と いっ た 取組 み も 、 網 羅 さ 
れる 結果 と な り ま し た 。 




















(1 ) 株 式 会 社 静 岡 銀行 : オー プン 系 技術 を 活用 し た 記帳 決済 シス テム 導入 で ハー ドウ ェ ア や ロケ ー 
ショ ン の 自由 選択 を 可能 と する こと 、 シ ステ ム 機 能 の コン ポー ネン ト 化 に より 外部 サー ビス と 
の 機動 的 な 接続 を 可能 と する こと 等 を 目指 す 。 本 年 1 月 の 稼働 後 で は 、 顧 客 に 影響 の ある 初期 
障害 が 発生 し た が 、 旧 シス テム 業務 仕様 の 引継 ぎの 難し さ に よる も の で 、 オ ー プ ン 系 技術 固有 
0 原 還 (6 存 寺 IGT02O 7 
(支援 期間 終了 に より 、 本 年 11 月 10 日 最終 報告 書 を 提出 ・ 公 表 。) 

















(2 ) 第 一 生命 保険 株 式 会 社 : 既存 の 契約 管理 機能 を 中 心 と し た 基幹 系 シス テム に つい て 、 コ ア と な 
る 顧客 ・ 契 約 デ ー タ の 管理 ・ 保 存 等 を オン ・ プ レミ ス 環 境 に 残し つつ 、 外 部 連携 ・ デ ー タ 分 析 
等 に 関す る 機能 を クラ ウド 基盤 に 構築 する こと で 、 新 た な サー ビス 実現 と 運用 の 効率 化 の 両立 
を 図る 。 














( 3 ) 株 式 会 社 み ん な の 銀行 、 ゼ ロバ ンク ・ デ ザイ ン フ ァ ク トリ ー 株 式 会 社 : 勘定 系 シス テム を 、 マ 
イク ロサ ービス 化 さ れ た 疎 結合 型 構成 で や ブリック クラ ウド 上 に 構築 。 アジ ャ イル 開発 の 手法 











※ 本 人 年 11 月 2 日 公表 | 金融 機関 シス テム ・ フ ロン トラ ン ナ ー・ サ ポー ト デ ス ク の 設置 に つい て 」! 
1 https://www.fsa.go.jp/news/r1/sonota/20200326.html を ご 参照 くだ さい 。 











を 導入 し た 。 さ ら に 、API 接 続 を 通じ て 金融 機能 等 を 他 の 事業 者 に も 提供 する BaaS 型 ビジ ネス 
を 目指 す 。 
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ペー 





株 式 会 社 横浜 銀行 : 外部 サー ビス と の 連携 や 銀行 の 営業 系 シス テム を 「 戦 略 領域 ] と 位置 づけ 、 和 柔 
軟 か つ 低 コス ト で の 機能 追加 を 実現 する 一 方 、「 非 戦略 領域 」 の 勘定 系 シス テム は オー プン 系 シス 
テム へ の 転換 や 機能 追加 抑制 で コス ト 削 減 を 図る こと と し 、 両 者 を 連携 する た め の 「 オ ン ラ イン 
デー タ 連携 基盤 」 を 設け る 。 
























































(5) 株 式 会 社 西京 銀行 : 基幹 系 シス テム を 、 メ イン フレ ー ム 上 で 稼働 する 共同 利用 型 か ら 、 他 行 で 稼働 
実績 の ある クラ ウド 型 パ ッ ケ ー ジ に 更改 シス テム ベン ダー に 依存 し な い 自 行 主 体 の シス テム 開発 
を 行い 、 開 発 コ スト の 低減 や フィ ン テ ッ ク 等 の 新 サ ービス の 柔軟 な 取り 込み を 図る 。 


( 例 ) 銀行 の 勘定 系 シス テム の 場合 の イメ ー ジ 


課題 の ある 現行 の シス テム 新しい 取組 み の 例 
ソ オー プン 系 シス テム 
公開 され て いる 仕様 で 構築 され た 環境 の 中 で 複数 の 


ベン ダー が 開発 する ソフ トウ ェ ア や 機器 を 組み 合わ せ 
て 構築 され る シス テム で 、 製品 の 柔軟 な 選択 が 可能 。 


コン ボー ネン ト 化 ・ マ イク ロサ ービス 化 


独立 し て 実装 する 各 機 能 ・ サ ービス の 構成 要素 を 疎 
結合 で 構築 する こと で 、 シ ステ ム 変 更 の 影響 を 極小 
化す る こと が 可能 。 
クラ ウド 化 

勘定 系 シス テム を パブ リッ ク ク ラ ウド 上 に 実装 する こ 

と で 、 自 前 の シス テム 資源 を 持た ず に 、 必 要 な シス テ 
| ムリ ソー ス の 適時 調達 が 可能 。 また 、 ハ ー ド ウェ ア の 

メン テ ナ ン ス か ら 解 放さ れる 。 加え て 、 クラ ウド 経由 で 

提供 され る AI 等 の 新 技術 活用 が 容易 に 可能 。 


( 注 ) 金融 機関 シス テム ・ フ ロン トラ ン ナ ー・ サ ポー ト デ ス ク は 、 銀行 等 の 預金 取扱 金融 機関 に 限定 し た も の で は あり ませ ん 。 





ご 相談 窓口 


@ 受付 時 間 : 平日 9 時 30 分 て 18 時 15 分 

@ メー ル : pochub@fsa.goJjp 

@ 電話 番号 : 03-3581-9510 

@ 担当 部 署 : 総合 政策 局 総合 政策 課 
金融 機関 シス テム ・ フ ロン トラ ン ナ ー・ 
サポ ー ド デス タク 
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政策 解説 コー ナー 





は じ め に 
金融 庁 は 、 本 年 11 月 に | モデ ル ・ リ スク 管理 に 関す る 原則 」 を 公表 まし まし た 。 こ こ で は 、 本 原則 の 
狙い や 内 容 に つい て ご ざ ご 紹介 し ます 。 














商品 の アラ イシ ング ・ 公 正 価値 評価 、 リ スク 計測 。 スト レス デス ト 等 に 留まら ず 、 例 えば 引当 、 マ 
ネー・ ロ ー ン ダリ ング 対策 、 不 正 検知 、 ア ル ゴ リ ズム 取引 等 の 領域 も 、 ま すま す モ デル に 基づく も の 
と な っ て いま す 。 こ れ ら の モデ ル に は 、 コ ンピュータ ー の 計算 能力 の 向上 や 、 機 械 学習 ・ 人 工 知能 の 
手法 の 深化 と いっ た 技術 革新 の 成果 を 活用 し た も の も 多く あり ます 。 

一 方 、 モ デル は 人 金融 機関 に と っ て リス ク 要 因 と な る 面 も 併せ 持っ て いま す 。 モ デル は 多く の 単純 化 
や 仮定 を 伴う た め 、 根 本 的 な 誤り を 含ん で お り 不 正確 な アウ ト プ ッ ト を 出力 する 場合 や 、 モ デル が 不 
適切 に 使用 され る 事態 も 生じ 得 ま す 。 そ うな れ ば 、 誤 っ た 情報 に 基づく 意思 決定 に つなが り 、 結 果 と 
し て 金融 機関 の 収益 や レビ ピュ テー ショ ン 等 に 重大 な 損害 を 与え か ね ませ ん 。 

まあ oN IE ニル 国民 の ON U 20( 和 ルル 0U ス 2 て 下 旧 2 
的 新しい 領域 で す 。 包 括 的 な モデ ル ・ リ スク 管理 の 必要 性 は グロ ー バ ル 金 融 危機 後に 本 格 的 に 認識 さ 
れ 、 大 規模 な 金融 機関 を 中 心 に モデ ル ・ リ スク 管理 態勢 の 構築 が 進ん で きま し た 。 足元 で は 、 新型 コ 
ロナ ウイ ルス 感染 症 拡大 の 影響 な ど 金 融 機関 を 取 巻 く 不 確 実 性 の 高まり が 、 過 去 に 観測 され た パタ ー 
ン が 将来 に お いて も 成り 立つ と は 限ら な い 事 実 を 改め て 確認 させ る な ど 、 モ デル ・ リ スク の 実効 的 か 
つ 能 動 的 な 管理 は ます ます 重要 と な っ て いま す 。 本 原則 は 、 こ れ ま で の 検討 や 金融 機関 と の 対話 を 踏 
まえ ZI モデル リス ク 和 理 実務 の きら な る 発展 を 人 選べ 策定 公表 た だ た も の で 9 
































「 モ デル ・ リ スク 管理 に 関す る 原則 |」 の 概要 

モデ ル ・ リ スク 管理 原則 は 、 金 融 ア レス テム 上 重要 な 金融 機関 を 対象 に モデ ル ・ リ スク を 管理 する 熊 
勢 の 整備 を 求め る も の で す 。 本 原則 に お ける 「 モ デル 」 は 、「 定 量 的 な 手法 (中 略 ) で あっ て 、 理論 
や 仮定 に 基づき イン プッ ト デ ー タ を 処理 し 、 ア ウト プッ ト (推定 値 、 予 測 値 、 ス コア 、 分 類 等 ) を 出 
下る も の 中 を 丁 ます (資料 1 ) 語 昌 モテル の が 該当 ゆる と 考 へ られ まお が 、 こ れ は モテル が 





























リス ク を も た らし 得る 限り その リス ク を 管理 すべ きだ と いう 考え に 基づい て いま す 。 ま た 、 モ デル は 
(資料 1) 「 モ デル |」 の イメ ー ジ ( 例 : 市 場 リ スク VaR モ デル ) 


現実 を 定式 化し 、 推 定 

値 や 予測 値 な ど を 出力 

する も の で す 。 モ デル 

の この 性 質 に 起因 する 
「 不 確実 性 | が 、 モ デ イン プッ ト 

ル に 基づく 意思 決定 を | 例 ) 市 場 デー タ 、 

| 「「 


の NIIE ラ is シク 
を 生じ させ る 本 質 的 な | ペ 


要因 と な っ て いま す 。 











アウ ト プ ッ ト 
推計 値 ・ 予 測 値 等 
例 )10 日 間 99% VaR 
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※ 本 年 11 月 12 目 公表 | 『 モ デル ・ リ スク 管理 に 関す る 原則 』 に 対す る パプ リッ クコ メン ト の 結果 等 に つい て 」 
13 は 、 https://www.fsa.go.jp/news/r3/ginkou/20211112.html を ご 参照 くだ さい 。 












































本 原則 は 、 モ デル ・ リ スク 管理 に お ける 重要 な 概念 と し て 「3 つ の 防衛 線 」 「 モ デル ・ ラ イフ サイ ク 
Pl 還 Uixe2 ニ xn クア 0 02 MO まま 5 ルル UA2 邊 上 ONO0S つの 生 所 8 
資料 2 の よう な 形 を と る と 想定 され ます 。 モ デル の 所 管 ・ 開 発 ・ 使 用 等 に 携わる 第 1 線 に 対し て 、 モ デ 
ル ・ リ スク 管理 部 署 や モデ ル 検 証 者 等 の 第 2 線 が けん 制 を 行う 枠組 み が 想 定 さ れ て いま す 。 モ デル ・ ラ イ 
フサ イク ル は 、 そ の 名 の と お り モ デル の 一 生 (モデ ル の 特定 、 リ スク 格付 の 付与 、 開 発 、 使 用 、 変 更 、 使 
用 停止 等 の 一 連 の 流れ ) を 意味 し ます 。 リ スク ベー ス ・ ア プロ ー チ と は 、 金 融 機 関 が 、 モ デル に 内 在 する 
リス ク を 評価 し 、 評 価 結果 に 基づい て リス ク を 管理 する こと を 指し ます 。 リ スク が 高い モデ ル は 頻繁 に 検 
証 を 行う 一 方 、 リ スク が 低い モデ ル は 定期 的 な 検証 を 要 し な いと いっ た 管理 が 例 と し て 挙げ られ ます 。 




































































(資料 ) モデ ル ・ リ スク 管理 に お ける 3 つの 防衛 線 


第 1 の 防衛 線 (第 1 線 ) 第 2 の 防衛 線 (第 2 線 ) 


モデ ル の 所 管 ・ 開 発 ・ 使 用 に 直接 関係 第 1 線 に 対す る けん 制 を 通じ て 

する 部 門 ・ 個 人 モデ ル ・ リ スク を 管理 する 部 門 ・ 個 人 
。 モデ ル ・ オ ー ナ ー ・ モデ ル ・ リ スク 管理 部 賭 

・ モデ ル 開 発 者 ・ モデ ル 検 証 者 等 

・ モデ ル 使 用 者 等 








監査 監査 
第 3 の 防衛 線 (第 3 線 ) 
内 部 監査 部 門 が モデ ル ・ リ スク 管理 態勢 の 全体 的 な 有効 性 を 評価 





「 モ デル ・ リ スク 管理 に 関す る 原則 」 は 、 モ デル ・ リ スク 管理 に 当たっ て 考慮 すべ き 8 つの 原則 を 記載 
届 GUy ま 9M 全 正和 こき CN 8 原 出 2 3 つ 区 人 0 < 人 記 まう | 作料 9) 。 

















(資料 3 う ) 「 モ デル ・ リ スク 管理 に 関す る 原則 | 8 原則 の 概要 





原則 1 取締 役 会 等 及び 上 級 管理 職 は 、 モ デル ・ リ スク を 包括 的 に 管理 する た め の 態 勢 を 構築 す 
/2 3 べき 


金融 機関 は 、 管 理 す べき モデ ル を 特定 し 、 モ デル ・ イ ン ベ ン トリ ー に 記録 し た 上 で 、 各 


時 遇 明 蘭 モデ ル に 対し て リス ク 格 付 を 付与 する べき 


記述 書 を 適切 に 作成 し 、 モ デル ・ テ スト を 実施 すべ き 


原則 4 金融 機関 は 、 モ デル ・ ラ イフ サイ クル の ステ ー ジ (モデ ル の 使用 開始 時 、 重 要 な 変更 の 
発生 時 、 再 検証 時 等 ) に 店 じ た モ デル の 内 部 承認 プロ セス を 有する べき 


jk 議 7 ル の 使用 開始 後 は 、 モ デル が 意図 し た と お り に 機能 し て いる こと を 確認 する た め に 、 
第 1 線 に よっ て 継続 的 に モニ タリ ング され る べき 


第 2 線 が 担う 重要 な けん 制 機能 と し て 、 モ デル の 独立 検証 を 実施 すべ き 。 独立 検証 に 
反 E 由 : 議 は 、 モ デル の 正式 な 使用 開始 前 の 検証 、 重 要 な 変更 時 の 検証 及び モデ ル 使 用 開始 後 の 
再 検証 が 含ま れる 


金融 機関 が ベン ダー・ モ デル 等 や 外部 リソー ス を 活用 する 場合 、 それら の モデ ル 等 や 
外部 リソー ス の 活用 に 対し て 適切 な 統制 を 行う べき 


上 
別 
5 
ル 
の) 
管 
理 


原則 7 





J 
る 


吐出 内 部 監査 部 門 は 、 第 3 線 と し て モデ ル ・ リ スク 管理 態勢 の 全体 的 な 有効 性 を 評価 すべ き 


ES 
放 堂 填 
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田原 則 1 2 一 ガバ ナン ス ・ イ ン フ ラ 

地 MIOD320 不 同和 昌 DI0E0O002920 0 ンク アクラ (に つの UE 前 旧い まり の の 
取締 役 会 等 及び 上 級 管理 職 は モデ ル ・ リ スク を 包括 的 に 管理 する た め の 熊 勢 構築 が 求め られ ます (原則 
1 ) 。 そ の 際 、 第 1 線 と し て の モデ ル の 所 管 部 署 の 設定 や 、 第 2 線 の モデ ル ・ リ スク 管理 部 署 の 設置 を 行 
う 必 要 が あり ます 。 次 に 、 自 社 に どの よう な モデ ル が ある の か を 把握 する た め 、 モ デル の 特定 を 行い 、 特 
上 且 7 目下 ニン ベール フル シン リー ここ AO SO に SS ころ 022 ら oss 5 
則 2 ) 。 リ スク ベー ス の 管理 を 行う た め 、 各 モデ ル に 対す る リス ク 格 付 (例え ば 、 リ スク 高 ・ 中 ・ 低 ) の 
付与 も 必要 で す (原則 2) 。 













































































田原 則 3 一 7 一 個別 モデ ル の 管理 

原則 3 一 7 は 個別 モデ ル の 管理 に つい て で す 。 ま ず 、 モ デル の 一 生 は 第 1 線 に よる 開発 (原則 3) か ら 
始ま り ま す 。 開発 時 に は 、 モ デル が ブラ ッ ク ボ ックス 化し な いよ うに 、 モ デル で 用 いら れる 手法 や 仮定 等 
を 記載 し た 「 モ デル 記述 書 」 の 作成 等 が 求め られ ます 。 

使用 開始 前 に は 、 第 2 線 が 独立 し た 立場 か ら 検証 (原則 6 ) を 行い 、 検 証 結果 を 踏ま えて モデ ル の 使用 
を 承認 (原則 4 ) し ます 。 モ デル 検証 と 承認 は 第 2 線 が 第 1 線 に 対し て 牽制 を 行う 重要 な プロ セス で す 。 
形 だ け の も の に な ら な いよ う 、 第 2 線 は 、 モ デル 使用 に 関す る 制限 等 の 条件 を 付 し た 承認 や 、 モ デル 使用 
の 拒否 を 行う 権限 を 持つ 必要 が あり ます 。 モ デル の 使用 開始 後に は 、 モ デル に 対し て 第 1 線 が 継続 的 な モ 
ニタ リン グ (原則 5 ) 、 第 2 線 が 再 検証 (原則 6 ) を 実施 し 、 モ デル が 意図 し た と お り の 性 能 を 示す こと 
が 出来 て いる か を 評価 し ます 。 

な お 、 金 融 機関 は ペン ダー が 開発 する モデ ル を 使う こと も 多い と 考え られ ます が 、 外 部 開発 の モデ ル に 
つい て も 、 そ れ に 応じ た 適切 な 統制 が 求め られ ます (原則 7) 。 













































































































































































田原 則 8 一 有効 性 評価 
原則 8 は 、 内 部 監査 部 門 が モデ ル ・ リ スク 管理 態勢 の 全体 的 な 有効 性 を 評価 する こと を 求め て いま す 。 
第 3 線 と し て の 独立 し た 立場 か ら の けん 制 を モデ ル ・ リ スク 管理 の 実効 性 向上 に つなげ て いく こと が 期待 
さき 20 GU の と 告 ます の 










































































お わり に 
金融 機関 が モデ ル を 利用 する に 当たっ て は 、 リ スク を 適切 に 管理 し な が ら 、 モ デル が も た ら す 便益 を 活 
用 し 、 業 務 の 効率 性 ・ 実 効 性 を 高め 、 よ り よ い 金 融 サ ービス の 提供 に 努め て いく こと が 重要 で す 。 モ デ 


ル ・ リ スク 管理 原則 の 公表 が その 一 助 と な れ ば 幸い で す 。 
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金融 業界 横断 的 な サイ バー セキ ユリ ティ 演習 「Delta Wall VI」 を 開催 








金融 庁 で は 、 今 年 で 6 回 目 と な る 金融 業界 横断 的 な サイ バー セキ ュ リ ティ 演習 「Delta Wall VI] ※ を 、 
本 年 10 月 20 日 か ら 27 日 に か け て 開催 し まし た 。 


1. 金融 分 野 の サイ バー セキ ュ リ ティ を 巡る 状況 
世界 各国 に お いて 、 大 規模 な サイ バー 攻撃 が 発生 し て お り 、 攻 撃 手 
法 は 一 層 高 度 化 ・ 複 雑 化し て いま す 。 我が国 に お いて も 、 サ イ バ ー 攻 
撃 に よる 業務 妨害 、 重 要 情 報 の 初 取 、 金 銭 被 害 等 が 発生 し て いる 状況 
で あり 、 今 後 の 金融 分 野 へ の 影響 が 懸念 され て いま す 。 

こう し た サイ バー 攻撃 の 脅威 は 、 金 融 シ レス テム の 安定 に 影響 を 及ぼ 
し か ね な い 大 き な リ スク と な っ て お り 、 人 金融 業界 全体 の イン シ デ ン ト 
対応 能力 の 更 な る 向上 が 不可 欠 で す 。 


2. 昨年 まで の 演習 の 概要 

昨年 まで に 5 回 演習 を 実施 し 、2016 年 度 は 77 先 、2017 年 度 は 101 
先 、2018 年 度 は 105 先 、2019 年 度 は 121 先 、2020 年 度 は 114 先 の 金 表 
機関 が 参加 し まし た 。 こ れ ま で の 演習 を 通じ て 、 多 く の 人 金融 機関 が 
目 計 5 ンコ ロン ショ ニッ ラン mm / ル きき の 8 入 四 の 見 邊 0 
や 社内 外 の 情報 連携 強化 に 向け た 対応 を 実施 し 、 イ ン シ デ ント 対応 
態勢 を 改善 し て き て いる と ころ で す 。 











































































































3. 今年 の 演習 (Delta Wall VI) の 概要 
今年 の 演習 (Delta Wall VI) は 、 金 融 機関 の 演習 参加 率 を 向上 させ る 観点 か ら 、 信 用 金庫 、 信 用 組合 の 
参加 枠 を 拡大 する と と も に 、 不 正 送金 等 の 事案 が 発生 し た 業態 と し て 資金 移動 業者 の 参加 枠 を 拡大 し 、 他 
の 業態 を 併せ 、 過 去 最 多 の 合計 150 先 が 参加 し まし た 。 ま た 、 演 習 に は 財務 局 、 日 本 銀行 、 日 本 公認 会 計 
士 協 会 も 参加 し 、 金 融 機関 か ら の 連絡 に 対応 し まし た 。 
演習 シナ リオ で は 、 最 近 の サイ バー 攻撃 の 情勢 を 踏ま え 、 標 的 型 攻撃 や ラン サム ウェ ア 感 染 を 契機 と し 
た シス テム 障害 、 顧 客 情報 の 漏えい 、 顧 客 資産 の 流出 の 発生 と いっ た 事象 を 想定 し まし た 。 

また 、 演 習 で は 、 イ ン シ デ ント 発生 時 に お ける 情報 連携 や 、 業 務 継 続 を 図る た め の 確 認 に 加え て 、 外 部 
委託 先 と も 適切 な 意思 疎通 を 図る こと が で きる か どう か を 確認 する た め 、 攻 撃 内容 の 調査 な どの 基礎 的 な 
技術 的 課題 を 新た に 追加 し まし た 。 

な お 、 銀 行 業態 で は 演習 で の 気づき を 業務 に 活か せる よう 、 演 習 後 1 ヵ月 以内 に ホッ トウ ォ ッ シュ ( 振 
返り 研修 ) を 開催 し 、 演 習 で の 良好 事例 や 明らか と な っ た 課題 に つい て 参加 者 間 で 共有 し た うえ で 意見 交 
換 を 行う こと で 、 業 界 全体 の イン シ デ ン ト 能 力 の 向上 を 図っ て いま す 。 


4. 演習 結果 の 評価 と フィ ー ド バッ ク に つい て 

本 演習 で は 、 参 加 金 融 機関 が PDCA サ イク ル を 回 し 、 対 応 能 力 を 向上 させ る こと が で きる よう 、 具 体 
的 な 改善 策 を 示す な ど 、 事 後 評価 に 力点 を 置い て いま す 。 

本 年 度 は 、 参 加 金 融 機関 が 演習 に お いて 対応 で き な か っ た 項目 の 自己 分 析 ( 例 えば 、 演 習 の 結果 判明 し 
た 課題 が 、 コンティ ンジ ェ ン シー プラ ン (Plan) の 課題 か 、 対 応 (Do) の 課題 か を 分 析 す る ) を 行い 、 そ の 結 
果 も 考慮 し て 評価 を 行う こと で 、 金 融 機関 に と っ て 何 が 課題 か が より 明らか と な る よう に する な ど 、 演 習 
効果 を 高め る 工夫 を し て いま す 。 

評価 結果 に つい て は 、 参 加 金 融 機関 に 個別 に フィ ー ド バッ ク す る だ け で は な く 、 業 界 全体 に も 層 元 す る 
こと に より 、 金 融 業 界 全 体 の サイ バー セキ ュ リ ティ 対策 の 向上 を 図っ て いま す 。 









































































































































































































































































































































※ 本 年 10 月 19 日 公表 「『 金 融 業 界 横断 的 な サイ バー セキ ュ リ ティ 演習 (Delta Wall VI) 』 に つい て 」 は 、 1 
https://www.fsa.go.jp/news/r3/20211019/deltawall.html を ご 参照 くだ さい 。 





銀行 を ご 利用 の お 客 さま へ 


ー マ ネ ー・ ロ ー ン ダリ ング 及び テロ 資金 供与 対策 に ご 協力 くだ さい 一 








/ NUN 
ec // 


る 名 種 書 面 等 は 、 銀行 に よっ て 具 な る 場合 が あり ます 。 


マ 各種 質問 へ の ご 回 答 や ご 依頼 し た 資料 の ご 提出 に つい て 、 ご 回 答 の 状況 や お 取引 の 内 容 に も と 
づき 、 や む を 得 ず 新規 の お 友引 を お 断り させ て いた だ く 場 合 が あり ます 。 ま た 、 既 に お 取引 の あ 


る お 客 さ ま に お か れ ま し て も 、 ご 回 答 の 状況 や お 取引 の 内 容 お よび 預金 規定 等 に も と づき 、 や む 
を 得 ず お 取引 を 制限 等 させ て いた だ く 場 合 が あり ます 。 


Y” 詳し いこ と は 、 お 取引 銀行 の 窓口 に お 問い 合わ せく だ さい 。 ま た 、 本 件 に 関し 、 お 取引 銀行 の 
窓口 へ の お 問い 合わ せ 後 も お 尋ね し た いこ と が あり まし た ら 、 下 記 ま で お 問い 合わ せく だ さい 。 


電話 番号 : 0570-017109 また は 03-5252-3772 
受付 日 : 月 一 金曜 日 (祝日 お よび 銀行 休業 日 を 除く ) 受付 時 間 : 午前 9 時 一 午後 5 時 


@ 金融 庁 金融 サー ビス 電話 番号 : 0570-016811 また は 03-5251-6811 
利用 者 相談 室 受付 時 間 : 平日 午前 10 時 一 午後 5 時 


@ 全国 銀行 協会 相談 室 





一 般 社団 法人 7 
全国 銀行 協会 主語 


Financial Services Agency 
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銀行 を ご 利用 の お 客 さ ま へ 
ー 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 を 防ぐ た め に 一 


銀行 を こ 利 用 の お 客 さ ま へ ヘ へ 


ー 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 を 防ぐ た め に 一 


銀行 は 、 お 振込 みや 現金 の お 引出 し 、 お 借入 れ な ど に 関す る ご 相談 ・ ご 支援 な ど 、 
生活 の 維持 や 事業 の 継続 に 不可 欠 な 金融 サー ビス の 提供 を 継続 し て と まいり ます 。 
今後 も 、 お 客 さ ま の 安全 と 健康 を 守る た め 、「 3 つの 四 」 を 選 け る な どの 各種 取組 み を 行っ て まい り ま す が 、 
お 客 さ ま に は 、 起 行 を 安全 な 場所 と し て 安心 し て ご 利用 いた だ く た め 、 
引き 続き 以下 の 点 に つい て の ご 理解 と ご 協力 を お 願い いた し ます 。 


01 ご 来店 時 の 感染 を 避け る た め の お 願い 
ソー シャ ルディ スタ ンス の 確保 _ マス ク 着 用 ・ ご 来店 前 の 体調 確認 


ft B&B 


_- 時 の お 急ぎ の お 手続 き な ど に つい て は 、 多 振 行 に ご 相 議 くだ さい 。 
坦 圭 状 完 に より 、 入 店 を お 特 わ いた だ く 場合 が ご ざい ます i TT ei 


02 混雑 を 避け る た め の お 願い 


12 月 ・ 年 末年 始 の 混雑 予想 日 環 間 seces:seraxnsn 
(① お 急ぎ で な い 場 合 は 、 混 雑 予想 日 を 避け た 
ご 来店 を ご 検討 くだ さい 。 


② お 振込 や (納付 書 に 度 3。 マ ー ク が ある ) で ーー 
納税 手続 等 、 ご 相談 な ど は 、 
窓口 以外 の サー ビス (*) も | 23 計 2 
ご 活用 くだ さい 。 
※ATM や イン ター ネッ トバ パン キン グ 、 コ ー ル セン ター な ど 


互 日 ( 血 月 日 、10 日 、15 日 、20 日 、2E 日 ) 、 月 補 . 月 宮 日 な ど は 少 線 び 予 婦 さ れ ま す 。 (20G1 生 1 月 人 大) 


通常 通り お 取扱 いし て いる お 取引 例 混雑 を 選 け た ご 利用 を ご 検討 いた だ きた い お 取 引 例 


ト 
EE 振込 税金 ・ 口座 の 
公共 料金 開設 ・ 解 約 アー 人 
1 ピコ ゴ / 
衰 失 届 再発 行 / 融資 の 相談 金 種 指定 の 財形 商品 の 


准 才 板 震 の 取 銀 \ に つい て は 、 名 振り に を 間 い 全 わ せい た だ く か 、 各 振 行 の ウェ ブサ イト で ご 確度 く だ さい , 撤 剤 の ご 事 性 びあ る 場合 は 各 舞 行 に ご 相 計 くだ さい 。 





先月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み 
( 令 和 3 年 11 月 1 日 11 月 30 日 ) 











LIBOR 利 用 状況 簡易 調査 の 結果 概要 に つい て 公表 (11 月 1 日 ) 
障がい 者 等 に 配慮 し た 取組 み に 関 する アン ケー ト 調 査 の 結果 に つい て 公表 (11 月 
偽造 キャ ッシュ カー ド 間 題 等 に 対す る 対応 状況 ( 令 和 3 年 3 月末 ) に つい て 公表 (11 月 5 日 ) 
高 病原 性 島 イ ン フ ル エ ン ザ 疑似 患 番 の 確認 を 踏ま え 、 金 融 上 の 対応 に つい て 要請 (東北 財務 局 : 11 月 
日 、 九 州 財務 局 : 11 月 15 日 、 近 畿 財務 局 : 11 月 17 日 ) 
[会 計 監 査 の 在り 方 に 関す る 懇談 会 ( 令 和 3 事務 年 度 ) 」 論点 整理 に つい て 公表 (11 月 12 日 ) 
| デジ タル ・ 分 散 型 金 融 へ の 対応 の あり 方 等 に つい て の 研究 会 」 中 間 論 点 整理 に つい て 公表 (11 月 17 日 ) 
[監査 に 関す る 品質 管理 基準 の 改訂 に 係る 意見 書 ] を 公表 (11 月 19 日 ) 
[海外 投資 家 等 特例 業務 ・ 移 行 期間 特例 業務 を 行う みな さま へ | を 公表 (11 月 22 日 ) 
| コロナ 克 服 ・ 新 時 代 開 拓 の た め の 経 済 対策 ] を 踏ま えた 事業 者 支援 の 徹底 等 に つい て 金融 機関 に 要請 
(11 月 24 日 ) 
中 小 企業 ・ 小 規模 事業 者 に 対す る 金融 の 円 滑 化 に つい て 公表 (11 月 24 日 ) 
※ 融 サー ビス 利用 者 相談 室 ] に お ける 相談 等 の 受付 状況 等 に つい て 公表 (11 月 26 日 ) 
国際 総括 官 の 保険 監督 者 国際 機構 (IAIS) 執行 委員 会 副 議 長 就任 に つい て 公表 (11 月 26 日 ) 
3 年 度 第 1 次 補正 予算 ( 案 ) に つい て 公表 (11 月 26 日 ) 
業 者 を 支え る 融資 ・ 再 生 実 務 の あり 方 に 関す る 研究 会 」 論点 整理 2.0 を 公表 (11 月 30 日 ) 
金融 機関 に お ける 貸付 条件 の 変更 等 の 状況 に つい て 更新 (11 月 30 日 ) 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Twitter 
情報 発信 
強化 中 ! 


・ Twitter 金融 庁 公 式 ア カウ ント 
https://twitter.com/fsa_JAPAN 







・ 本 誌 へ の ご 意見 ・ ご 感想 は 以下 の メー ル ア ド レス か ら 
「 金 融 庁 広報 室内 アク セス FSA 担 当 者 」 苑 に お 送り くだ さい 。 


E-mail : fsa kouhou@fsa.go.jp 


アン ダー バー 





編集 後記 


今月 号 の 冒頭 は 、 鈴 木 大 臣 の 就任 イン タビ ュー で す 。 
イン タビ ュー の 際 、 鈴 木 大 臣 か ら は 、 

経験 に 裏打ち され た 、 国 や 地方 へ の 熱い 思い が 
ひし ひし と 伝わっ て きま し た 。 


海外 か ら の 寄稿 に つい て は 、 

シン ガボール (10 月 号 ) 、 イ ンド (11 月 号 ) に 続き 、 
今月 は ニュ ー ヨ ー ク か ら と な り ま す 。 

今後 、 ヨ ー ロ ッ パ へ の 展開 も 計画 し て いま す 。 


傘 : 盗用 


来 月 以降 も 、 イ ンタ ビュ ー な ど コ ン テ ン ツ を 充実 させ て いき ます 。 
来年 も ご 愛読 いた だ け ま す と 幸い で す 。 金融 庁 広報 室長 齋藤 貴文 
編集 ・ 発 行 : 金融 庁 広報 室 










































































19 (※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 


